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○ 例えば、大阪市は他の地域と比較して、特に要支援１～要介護２の軽中度者の認定率・受給率が 

 高いことが見て取れる。 

○ 大阪市の認定率は、全国平均と比較して約5%、県平均と比較して約3%高い。 
○ 要介護２以下の軽中度者の認定率の差が他保険者と比べ大きい。 

○ 在宅サービス受給者数を第１号被保険者数で割った受給率について、大阪  
 市の場合、直近の数字は全国平均より約4%、大阪府の平均より約2%高い水 
 準となっている。 
○ 特に要支援１～要介護２の軽中度者の受給率が高い。 

現状分析機能を用いた地域分析について（認定率・受給率） 
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現状分析機能を用いた地域分析について（調整済み認定率） 
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現状分析機能を用いた地域分析（施設等と在宅のバランス） 











○  地域診断支援情報送信ソフトは、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果を「見える化」システム

に登録するためのデータ送付ツール。（メールの添付ファイル等では受領不可） 

○  ソフトを利用するためには、専用のアカウント情報が必要なため、平成２８年度末を目処に都道府

県経由で市区町村へ配布予定。 

Step3：地域診断支援情報送信ソフトのアカウント取得 
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今後のスケジュール（３．０次リリースで実装する主な機能） 

No 業務 概要 機能詳細 

1 将来推計機能（暫定版） 
主に都道府県ユーザの機能を追加し
た将来推計機能（暫定版）を実装す
る。 

・都道府県ユーザ機能（推計結果の確認、グラ
フ閲覧等） 
・施策反映対象の追加（利用回数・日数） 
・計算過程確認用Excelシートの作成  等 

2 
介護予防・日常生活圏
域ニーズ調査データ
アップロード機能 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
結果を登録するためのツールである
「地域診断支援情報送信ソフト」を呼
び出すメニューを実装する。 

・「地域診断支援情報送信ソフト」にログインし、
調査結果csvデータを送信 

3 現状分析指標の追加 
現状分析機能において表示する指標
を追加する。 

・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査関連指標 
・居宅サービス給付単位数分布（要介護度別） 

※開発の過程で、リリース時期や内容が変更になる可能性がある。 

○  年度末に予定している３．０次リリースでは、主に以下の機能を実装（拡充）する予定。 

○  平成２８年７月にリリースした将来推計機能（試行版推計ツール）の各自治体からの意見集約及び

伝達講習会実施状況のフォローアップは１０月下旬を目安に実施する予定。 
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